










































 



【編集後記】

爽やかな秋晴れの目が続いております。会員の皆様に1よ お元気でご活躍
のことと思います。
この度、親の会会長 辻先生、昨年度事務局 淳城第二小学校のご配慮に

より言語障害児を持つ親の会全国大会小樽大会に出席させて頂きました。
札幌門Lb動物園 動物科学館館長長尾章郎氏の記念講演がありました。

講演の中で「野性動物には餌を与えないではしい |と のお話がありました。
〔今、旅行者の中で狐に餌を与える人がいる。狐 iよ 人間の臭いが分かって

車が来ると道路に飛び出して餌を貰おうとする。だから、狐は自分で餌を
とることをしなくなった。狐は1頭で野鼠年間 600匹 捕獲する。10頭で
6000匹、狐 100頭 いると野鼠 60000匹 捕獲することになる。
狐が鼠をとらなくなったので鼠による農作物の被害、森林の破壊が目に
見えて増えてきた。野性の生き物に(よ人為的な餌を与えないことが生き
物への思いやりであり、ひいては人間の生活被害、自然破壊 もくい止める
ことが出来るのだ。(P5参 j報

)〕 熊と人間。鳥と人間。白鳥と人間。いろ、い
ろな野性動物と人FHlと のかかわりやつながりを考えさせてくれる講演で
した。

第2号は親の会全国大会の概要が主な内容になりました。このほか、8月
中には秋 |ヨ 県聴覚・ 言語障害教育研究会も開催さ力′たのですが、その内
容記録は次号で報告いたします。
第 1号 第2号 鷺EMORIAL HAI`IJ 2003へ のご寄稿下された先生方誠に有り

難うございました。
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